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問　　　　　　　題問　　　　　　　題問　　　　　　　題問　　　　　　　題 正解率

クラス ダンガン エンジョイ Ｑ－Ａ 89%

ｽﾀｰﾄ～1CP 10.0810.0810.0810.08 10.110.110.110.1 Ｑ－Ｂ ２３４ 56%

１ＣＰ～２ＣＰ 14.7214.7214.7214.72 14.714.714.714.7 Ｑ－Ｃ 障害者と小中学生 39%

２ＣＰ～３ＣＰ 9.909.909.909.90 9.99.99.99.9 Ｑ－Ｄ 黒坂峠 72%

３ＣＰ～４ＣＰ 5.675.675.675.67 5.75.75.75.7 Ｑ－Ｅ 鶯宿峠にある木の事 33%

４ＣＰ～５ＣＰ 11.4911.4911.4911.49 11.511.511.511.5 Ｑ－Ｆ １８．１km（１７．８～１８．４km　は正解） 89%

５ＣＰ～６ＣＰ 9.529.529.529.52 9.59.59.59.5 Ｑ－Ｇ ６つ 100%

６ＣＰ～７ＣＰ 10.9510.9510.9510.95 11.011.011.011.0 Ｑ－Ｈ 園児が１人に対して運営費が年間１０００万円！ 94%

７ＣＰ～８ＣＰ 5.575.575.575.57 5.65.65.65.6 Ｑ－Ⅰ 節刀ヶ岳 94%

８ＣＰ～９ＣＰ 10.8810.8810.8810.88 10.910.910.910.9 Ｑ－Ｊ １６０回 72%

９ＣＰ～１０ＣＰ 15.0715.0715.0715.07 15.115.115.115.1 Ｑ－Ｋ 幹の分岐部に幼いスギの木が着生しているから 100%

１０ＣＰ～ＦＣＰ 10.7010.7010.7010.70 10.710.710.710.7 Ｑ－Ｌ ４５年後 78%

Ｑ－Ｍ 昭和天皇と同年生まれ 72%

114.55114.55114.55114.55 114.7114.7114.7114.7 Ｑ－Ｎ ２２４年 72%

延長距離の千の単位表記の「，」と「・」が違う 78%

単位の「ｍ」と「米」が違う　　

漢数字と英数字が違う

Ｑ－Ｐ 赤富士 89%

ＯＤ 5.3915.3915.3915.391 Ｑ－Ｑ レーダーリレーアンテナの模型 17%

Ｑ－Ｒ 小説「富士山頂」の一節 94%

ＢＱ－ａ リエゾン・スタートのトイレの道路側の入口の上 100%

ＢＱ－ｂ 年金積立金還元融資 94%

ＢＱ－ｃ 道の駅・富士吉田の駐車場 100%

ＢＱ－ｄ 株式会社シチズン電子・富士見寮 100%

ＢＱ－ｅ ２３図先辺り 94%

ＢＱ－ｆ 昇辰電気株式会社 100%

ＢＱ－g 釧路を経て巴里 100%

ＢＱ－ｘ １４１１０m

【解説】　コース

富士山を楽しんでもらうコースでしたが、皆さん富士山を眺める事は出来ましたでしょうか？

リエゾン区間にしましたが、スタートまでの県道のダートは、やはり道を横切る排水溝で車のスポイラーなどを

擦られた方が何人かいらっしゃった様です。　申し訳なかったです。

また、２７図先の『林道細野鹿留線』がかなり長い期間工事中だった様です。通行止めにはならなかった様で
すが、工事車両の待避待ちでかなり長い時間待たれた方もいらっしゃった様です。お疲れ様でした。

【解説】　距離

３ＣＰ再スタート後のコマ図９図の右折箇所が判りづらかった様で、手前の道を曲がられてしまっ

た方がいらっしゃる様です。　かなり細い路地を通り、１２図に似た箇所に抜け、その後１１図地点に合流する
様です。　３ＣＰからの参考距離を入れた方が良かったかもしれませんね。　

【解説】　クイズ　　

Ｘ問題含め、解釈に迷う様な問題はなかった（少なかった）のではないかと思います。今回のｓｈｉｘｐｏＤＲ＃２３
からなるべくシンプルな問題を意識しました。　いつまで続くかは・・・？ですが(笑)
前回も書きましたが、shixpoDRのＸ問題は、ボーナスクイズ扱いですので、１つでも判らなかったり、不安があ
る場合は勇気を持ってパスしてください。　
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Ａ 朝一番、空を見上げてめまいがされた方はいらっしゃらないでしょうね？（笑）
紛らわしいものもなく、特に問題なかったと思います。

Ｂ 朝一番から細かな数字を確認する問題でした。絵の中にあった「１、２、３」も見落としやすかったかもしれませ
んが、簡単だったと思います。
但し、同じ内容が看板の裏にもありましたので、求めた合計を２倍する必要があります。

Ｃ 各料金をまとめると右表の通りになります。
障害者と小中学生が最も割高です。
「割合」で比較してた頂ければ良かったのですが、
金額の絶対額の差で考えられた方がかなり
いらっしゃいました。　問題文の表現が悪かったかな・・・？

Ｄ 行先案内板には、「黒坂峠」と「鶯宿峠」の２つの名前がありました。　
Ｑ－Ｅの答えがあった１ＣＰ近くの「ここは恩賜林です」の説明板の
地図で、「鶯宿峠」は通らないことが判ります。
ここでは、「黒坂峠」は通るのか確証がありませんが、２ＣＰの計
測ラインの「林道　黒坂里道線」の看板にあった地図で、この林
道が「黒坂峠」を越える事が確認出来ました。

Ｅ １ＣＰ近くの「ここは恩賜林です」の説明板を見れば、「鶯宿峠」にある木の事であると判ったと思います。
問題の写真の隠された部分には、『ナンジャモンジャ』と『両面桧』が書かれていました。　
問題文は、この２つが何の事を言っているのかを問うていますので、『ナンジャモンジャ（両面桧）』とは何の事
なのかを答えらえた方が正解です。　上記の正解の他、「ここは恩賜林です」の説明板に書かれた内容（天然
記念物の木、ヒノキの変種）を書かれた方も正解にしました。

Ｆ １ＣＰ近くの「ここは恩賜林です」の説明板の地図や、２ＣＰの計測ラインの「林道　黒坂里道線」の看板の地図
で、２ＣＰ先の「黒坂峠」にこの林道（名所山線）がつながっている事が判りましたから、見落とすことは無かっ
たと思います。

Ｇ これは特に問題なかったと思います。　

Ｈ これは、調べ問題でした。　保育所の門にも保育所の名前（芦川へき地保育所）はありませんでしたが、『芦
川　保育所』で検索してもらうと、出てきたと思います。
http://www.tbs.co.jp/uwasa/genba/20130324.html
私は、ＴＢＳの「噂の！東京マガジン」で知っていたので、今回のコースに取り入れました。

Ｉ 案内板を見れば、特に問題なく判ったと思います。
「釈迦ヶ岳」の説明に『三角定規のような・・・』とありましたので、早とちりをされる方がおられないかな？と期
待しましたが（笑）
表記を間違えておられる方は、残念ながら不正解です。

Ｊ 平日は１回、土日祝日は３回（しか）バスは来ない様です。　車を持っていない人は、ここを訪れるのは非常に
大変ですね・・・。
開催期間は９４日で、内土日祝日は３３日ありますので、　（９４－３３）×１＋３３×３＝６１＋９９＝１６０回
となります。

Ｋ これは、説明書きを見てもらえば、簡単でした。

Ｌ 御神体の御更衣が行われるのは６０年ごとで、この記念碑が建てられた平成１１年から６０年後ですので、
今年からは４５年後になります。

Ｍ 問題文の写真の風景を味わって頂くために設定した問題でした。
「今上閣下」を間違えられる方がおられないかな？と思い設定しました。　この石碑が建てられた時に「今上
閣下」と言う事は、昭和天皇と言う事になります。　問題文に『今日現在、誰と・・・』とありますので、「今上閣下」
そのまま答えられた方は不正解です。　

Ｎ ＢＱ－ｅのための問題でした。
「１６８９年に地蔵を安置し、１９１２年に一乗寺境内の地蔵堂に移した」と書かれていましたので、計算をして
もらえば簡単でした。

Ｏ 林道黒坂里道線の方は、古い表記に多い、千の単位の区切り（，）を「・」で表していましたね。　それに単位
が「米」表記で、距離などの表記も漢数字が使われていました。　かなり古い標柱でしたね。
問題文が曖昧でしたので、上記の内何れかが書かれている方は正解としました。

Ｐ 「紅」と「赤」の違い・・・ http://www.nhk.or.jp/kininaru-blog/144349.html
雪の「白」に「赤」を乗せると、ピンクがかった「紅」になるのかな・・・？
開催期間中には「紅富士」は無理だったのでしょうかね？

市外者 市内者 割合

大人 720 300 2.4倍
障害者 300 100 3倍

小中学生 300 100 3倍



Ｑ 問題文に『正確に答えてね』と書いたのですが、「レーダーリレー
アンテナ」だけの答えの方が多かったです。
説明板の左下に『（ここに展示してあるアンテナは模型です。）』
の一文がありました。

Ｒ これは、説明板を確認してもらえば簡単でした。

Ｘ問題のキーワードは、「fujisan（富士山）」でした。　
キーワードもすぐに判ったでしょうね？

B-a トイレの反対側（Ｑ－Ａがある側）にも似た様な動物がいましたから、簡単だったと思います。

B-b ５図先にあった配水池のタンクのベント（空気抜き）でした。　結構大きいものでしたから、簡単だったでしょう。
http://yahoo.jp/voEzXo

B-c 道の駅富士吉田に入って、ゴール地点に向かうまでの間には気が付かなかったかもしれませんが、車を停め
て問題Ｑ－Ｑ、Ｒを解きに行く時に気が付かれたのでは？　ここがスタート、ゴールになったＯＱＭ３７に参加さ
れた方は見覚えがあったかも？

B-d ２４図先にありました。　コースの少し手前から見えていましたから、これも簡単でしたね。

B-e Ｑ－Ｎの解説の通りです。「三本松地蔵堂跡」の説明看板に、『この前の道は「ふじ道」といわれ・・・』との説明
がありました。　今では普通の田舎道で、車や人の往来も少ない道が、かつては富士山へ向かう人で賑わっ
た道だったのですね。

B-ｆ 神社は、１８図の少し手前にありました。　　答えの「昇辰電気株式会社」は、ネットで検索すると本社は川崎
市にある様ですが、神社の少し手前のドン付き道なり右折の交差点の左手にあったフェンスに社名の看板が
上がっていました。　帰宅後、Ｇｏｏｇｌｅｍａｐのストリートビューで気づきました。　近くにあったから奉納したの
ですね。何で川崎に本社がある会社が奉納しているのだろうって疑問に思っていました。　スッキリ！（笑）
http://goo.gl/maps/j1LkQ

B-ｇ ７ＣＰのチェックラインの石碑にいらっしゃいました。

B-x 旧道を選択されて、一か八かの（笑）ボーナスクイズに答えらえた方は、１４チームいらっしゃいました。
一番誤差が少なかったチームは、「チームやってもーた！」で、見事２ｍ違いでした！


